
三
月
三
十
一
日
が
期

限
だ
っ
た
「
改
正
子
ど

も
子
育
て
支
援
法
」
も

三
十
日
に
成
立
し
ま
し

た
。
こ
の
法
律
は
、
子

育
て
支
援
の
た
め
企
業

か
ら
拠
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
資
金
を
さ
ら

に
積
み
増
し
、
待
機
児

童
対
策
な
ど
子
育
て
支

援
の
充
実
に
充
て
る
内

容
で
、
少
子
化
対
策
政

務
官
と
し
て
担
当
し
ま

し
た
。

法
案
審
議
で
は
、
企

業
か
ら
資
金
を
集
め
て

子
育
て
支
援
に
充
て
る

理
由
な
ど
に
つ
い
て
質

問
を
受
け
ま
し
た
。
私

か
ら
は
「
子
育
て
は
家

族
や
保
育
園
・
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園
だ
け
で
な
く
、

企
業
も
含
め
た
社
会
全

体
で
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
」
な
ど
と

答
弁
し
ま
し
た
。

内
閣
委
員
会
の
一
般

質
疑
で
は
、
男
女
共
同

参
画
や
消
費
者
行
政
、

領
土
問
題
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
の
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
女
性
政

策
を
め
ぐ
っ
て
は
「
男

性
の
働
き
方
や
生
活
を

見
直
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
女
性
の
多
様
な
生

き
方
が
実
現
で
き
な
い
」

と
指
摘
。
一
人
親
な
ど

へ
の
支
援
も
強
調
し
ま

し
た
。

十
八
年
度
予
算
に
は

そ
う
し
た
観
点
の
施
策

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
予
算
だ
け
で

す
べ
て
の
課
題
が
解
決

で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
大
き
な
一
歩

と
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝

山
下
雄
平
】
三
月
十
二

日
に
日
本
政
府
と
国
連

の
女
性
政
策
部
局
の
共

催
で
、
紛
争
や
災
害
時

の
女
性
支
援
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
国
際
会
議
を

日
本
の
国
連
代
表
部
で

開
き
ま
し
た
。

私
は
男
女
共
同
参
画

と
防
災
担
当
の
政
務
官

と
し
て
会
議
を
主
宰
し
、

難
民
の
女
性
を
支
援
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

日
本
の
資
金
支
援
を
表

明
す
る
と
共
に
、
「
自

然
災
害
や
紛
争
は
女
性

が
被
害
を
受
け
る
場
合

が
多
い
。
女
性
を
ど
う

守
っ
て
い
く
か
と
い
う

視
点
だ
け
で
な
く
、
防

災
な
ど
の
政
策
立
案
に

さ
ら
に
女
性
に
入
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
」

と
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ノ

ル
ウ
ェ
ー
な
ど
も
難
民

支
援
を
表
明
し
ま
し
た
。
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山
下
雄
平
新
聞

国
会
で
は
連
日
答
弁

三
月
二
十
八
日
の
参
議
院
本
会
議
で
二
〇
一
八
年
度

予
算
（
総
額
九
十
八
兆
円
弱
）
が
可
決
、
成
立
し
ま
し

た
。
こ
の
予
算
は
政
府
の
一
員
と
し
て
初
め
て
関
わ
っ

た
本
予
算
で
す
。
私
の
所
管
分
野
で
は
災
害
対
応
や
国

土
強
靭
化
、
保
育
・
幼
児
教
育
の
充
実
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
法
案
審
議
が
本
格
化
し
ま
す
。

六
月
の
会
期
末
ま
で
連
日
、
国
会
答
弁
に
臨
み
ま
す
。

２月２２日は島根県が制定した「竹

島の日」でした。島根県などが松江市

で開催した式典に領土担当の政務官と

して政府を代表して出席しました。

竹島は歴史的にも国際法上も一貫して

日本の固有の領土です。しかし、１９

５２年に韓国が国際法に反して一方的

に李承晩ラインを設定し、竹島の不法

占拠を続けています。

竹島周辺では海上保安庁の巡視船が

韓国により銃撃されたり、日本の漁船

が拿捕されたりするなど、具体的な被害も出ています。

「竹島問題をすべての国民に自分のことと考えてもらい、早期解決につなげ

たい」という思いから、地元の島根県議会が２００５年に竹島の日条例を制定

しました。まさにその時期、私は新聞記者として山陰地方に赴任していました。

竹島を巡る歴史も取材し、地元の方々がどういう思いを抱いて条例をつくる

に至ったかを知りました。

式典では「条例制定から１３年が経った今も韓国による不法占拠が続いてい

ることに、政府の一員として忸怩たる思いです。領土・主権に関する我が国の

立場についての正確な理解が浸透していくよう、内外発信を強化しています」

と話しました。

一日も早く領土問題を解決できるよう、国際法にのっとり対応していきます。

政府代表で竹島式典に
「
防
災
も
女
性
の
視
点
を
」


